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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果

報 告 第 1 号 専決処分の報告について
(第 1号）

道路管理瑕
か し

疵による車両物損事故の損害賠償
の額を定めたことについて報告するものです。報　　告

議 案 第 1 号 平成21年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第7号）

歳入歳出それぞれ１億４千 540万６千円を追
加し、予算の総額を 151 億６千 38万５千円
とするものです。

原案可決

平成22年　第１回臨時会　　議決一覧表平成22年　第１回臨時会　　議決一覧表

平成22年（３月）　第１回定例会　　議決一覧表平成22年（３月）　第１回定例会　　議決一覧表
議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについて
H22年６月30日の任期満了に伴い、人権擁護
委員法の規定により意見を求めるものです｡ 適　　任諮問第２号

議案第２号

つくばみらい市特別職の職
員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例

「つくばみらい市ラブホテル建築等規制条例」
の制定に伴い、委員報酬を追加するため、条
例の一部を改正するものです。

原案可決

議案第３号
つくばみらい市職員の給
与に関する条例の一部を
改正する条例

人事院勧告に基づく「つくばみらい市職員の勤
務時間、休暇等に関する条例」の条の繰上げ及
び、人事考課制度に基づく勤勉手当の評定期間
の変更により、条例の一部を改正するものです。

議案第４号 つくばみらい市手数料条
例の一部を改正する条例

茨城県の障害者に関する自動車税等の減免申
請手続きの変更に伴い、手続きに必要な住民
票等の発行手数料の免除規定を改正するため、
条例の一部を改正するものです。

議案第５号
つくばみらい市医療福祉
費支給に関する条例の一
部を改正する条例

「身体障害者福祉法施行規則」の一部改正に伴
い、条例の一部を改正するものです。

議案第６号
つくばみらい市国民健康
保険税条例の一部を改正
する条例

国において決定されたH22年度以降の保険税
負担の軽減対策に基づき、当市が行っている
２年間の減免の期間を、後期高齢者医療制度
が廃止されるまでに変更するため、条例の一
部を改正するものです。

議案第７号 つくばみらい市市民農園条
例の一部を改正する条例

市民農園の利用の増加に伴い、区画数を追加
するため、条例の一部を改正するものです。
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果

議案第８号

つくばみらい都市計画伊
奈・谷和原丘陵部地区地
区計画の区域内における
建築物の制限に関する条
例の一部を改正する条例

つくばみらい都市計画伊奈・谷和原丘陵部地
区地区計画の変更手続きに伴い、変更内容と
の整合性を保つため、条例の一部を改正する
ものです。

原案可決

議案第９号

つくばみらい市長の選挙
における選挙運動用ビラ
の作成の公費負担に関す
る条例

公職選挙法の一部を改正する法律の施行によ
り、市長選挙のビラの配布が認められ、その
作成費を公費で負担することを目的として条
例を制定するものです。

議案第 10 号 つくばみらい市男女共同
参画推進条例

性別による固定的役割分担意識や、それに基
づく社会の制度または慣行が依然として根強
く残されていることから、市、市民及び事業
者の役割と責務を明確にし、男女共同参画社
会の実現を総合的かつ計画的に推進すること
を目的として条例を制定するものです。

議案第 11 号
つくばみらい市人事行政
の運営等の状況の公表に
関する条例

地方公務員法第58条の２の規定に基づき、職員
の給与、勤務条件、分限及び懲戒処分の状況等
を公表し、本市の人事行政の透明性、公平性を
高めることを目的として条例を制定するものです。

議案第 12 号 つくばみらい市ラブホテ
ル建築等規制条例

市内のラブホテルの建築等を規制することを
目的として条例を制定するものです。

議案第 13 号 市道路線の認定について
民間開発業者からの寄附や県からの移管など
による 30 路線について、市道として管理す
るものです。

議案第 14 号 市道路線の廃止について 用途廃止に伴う路線変更があるため、７の市
道路線を廃止するものです。

議案第 15 号 平成21年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第８号）

歳入歳出それぞれ１千 176 万３千円を減額
し、予算の総額を 151 億４千 862 万２千円
とするものです。

議案第 16 号
平成 21年度つくばみらい
市国民健康保険特別会計
補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ７千250万円を追加し、予
算の総額を44億７千879万９千円とするもの
です。

議案第 17 号
平成 21年度つくばみらい
市老人保健特別会計補正
予算（第１号）

歳入歳出それぞれ６千 497 万７千円を追加
し、予算の総額を７千 201万５千円とするも
のです。

議案第 18 号
平成 21年度つくばみらい
市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ444万円を追加し、予算の
総額を２億７千749万７千円とするものです。

議案第 19 号
平成 21年度つくばみらい
市介護保険特別会計補正
予算（第３号）

歳入歳出それぞれ２千 854 万２千円を追加
し、予算の総額を 21億４千 771 万７千円と
するものです。

議案第 20 号
平成 21年度つくばみらい
市公共下水道事業特別会
計補正予算（第２号）

繰越金の増額に伴う繰入金の減額を行うもの
です。（財源内訳の変更）

議案第 21 号
平成 21年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別
会計補正予算（第４号）

歳入歳出それぞれ９万円を追加し、予算の総
額を３億 932万２千円とするものです。
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議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果

議案第 22 号
平成 21年度つくばみらい
市市営分譲住宅特別会計
補正予算（第２号）

繰越金の増額に伴う繰入金の減額を行うもの
です。(財源内訳の変更）

原案可決

議案第 23 号
平成 21年度つくばみらい
市水道事業会計補正予算
（第３号）

収益的収入及び支出で、収入を１千万円減額
し 10 億５千 482 万円とする。支出を３千
80 万円減額し 10 億２千 426 万４千円とす
るものです。

議案第 24 号 平成 22年度つくばみらい
市一般会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
149億９千 166万２千円とするものです。

議案第 25 号
平成 22年度つくばみらい
市国民健康保険特別会計
予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ 44
億９千 44万２千円とするものです。

議案第 26 号 平成 22年度つくばみらい
市老人保健特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ 72
万４千円とするものです。

議案第 27 号
平成 22年度つくばみらい
市後期高齢者医療特別会
計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
２億６千 570万１千円とするものです。

議案第 28 号 平成 22年度つくばみらい
市介護保険特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ 21
億５千 192万９千円とするものです。

議案第 29 号
平成 22年度つくばみらい
市公共下水道事業特別会
計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ 10
億２千 969万円とするものです。

議案第 30 号
平成 22年度つくばみらい
市農業集落排水事業特別
会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
６億１千 368万９千円とするものです。

議案第 31 号 平成22年度つくばみらい市
市営分譲住宅特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ
５千 476万９千円とするものです。

議案第 32 号 平成 22年度つくばみらい
市水道事業会計予算

収益的収入及び支出で、収入を 10 億７千
423 万８千円とする。支出を 10 億２千
428 万２千円とする。資本的収入及び支出
で、収入を２億４千 469万円とする。支出を
４億２千 152万５千円とするものです。

発 議 第 1 号

「ヒロシマ・ナガサキ議定
書」のNPT 再検討会議で
の採択に向けた取組を求
める意見書　

昨年４月のオバマ米国大統領の「核兵器のない
世界」に向けた演説以降、我が国が米国などと
共同提案した核軍縮決議案の国連での圧倒的多
数の賛成を得ての採択など、核兵器廃絶に向け
た世界的な流れは加速している。こうした世界
的な流れを更に確実なものとし、核兵器廃絶を
早期に実現するためには、明確な期限を定めて
核保有国を始め各国政府が核兵器廃絶に取り組
む必要がある。よって、国会及び政府におかれ
ては、「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の趣旨に
賛同し、NPT再検討会議において同議定書を
議題として提案していただくとともに、その採
択に向け、核保有国を始めとする各国政府に働
きかけていただくよう、内閣総理大臣等への意
見書の提出を求めるものです。



 つくばみらい市　議会だより

5

議 案 番 号 議　案　名 議案の概要 結　　果

発 議 第 2 号
「選択的夫婦別姓を認める
民法の一部改正」に反対
する意見書

本来、民法は家族を保護する為の基本的な制度
であり、安定した家庭生活が営まれるよう夫婦
関係、親子関係等を保護しているものである。
しかし、選択的夫婦別姓制度が導入されること
になれば、夫婦の一体感の希薄化、ひいては、
離婚が容易に出来る社会の形成に繋がることが
懸念される。のみならず親子別姓や場合によっ
ては兄弟別姓をもたらすこともあり、子供の心
に取り返しのつかない傷を与えることになりか
ねない。子供に与える影響を鑑みれば、我が国
の将来に大きな禍根を残すことになると危惧す
るものである。よって、婚姻制度や家族の在り
方に極めて重大な影響を及ぼす「選択的夫婦別
姓を認める民法の一部改正」を行わないよう強
く求め、内閣総理大臣等への意見書の提出を求
めるものです。

原案可決

発 議 第 3 号 普天間基地の無条件返還
を求める意見書

普天間基地は、住宅密集地に隣接し「世界一
危険」といわれ、騒音被害も深刻である。鳩
山内閣は、普天間基地の「移転先」を５月ま
でに決めるとしているが、「移転先」と名前が
あがった地方自治体すべてが反対を表明し、
完全に行き詰っている。普天間の苦しみはど
こに移しても同じ苦しみであり、地方自治体
の一員として傍観的態度はとれない。鳩山内
閣は「県民の思いと日米合意とどちらも大切」
というが、両者は決して両立しない。それな
らば「県民の思い」を優先することこそ主権
国家のあり方だと思う。よって、アメリカへ
の普天間基地の即時閉鎖・無条件返還を要望
し、内閣総理大臣への意見書の提出を求める
ものです。

原案否決

番 　 号 請願・陳情名 結　　果
陳 情 第 1 号「自主共済制度の保険業法適用除外」実現を求める陳情

全議員及び執行部に
配布しました

陳 情 第 2 号 核兵器の廃絶と恒久平和実現に関する意見書の決議について

陳 情 第 3 号「選択的夫婦別姓を認める民法の一部改正」に反対を求める意見書提出に関する陳情
陳 情 第 4 号 みらい平駅駐輪場公衆トイレ設置計画の撤回に関する陳情

人
事
紹
介

人
事
紹
介

諮
問
第
１
号
・
第
２
号

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
２
名
が
任
期
満

人
権
擁
護
委
員
２
名
が
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

了
と
な
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意

員
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
意

見
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
を
適

見
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
を
適

任
と
認
め
ま
し
た
。

任
と
認
め
ま
し
た
。

板　

橋　

豊と
よ
し
ま島

美み

ち

こ
智
子
（
再
任
）

下
平
柳　

相あ
い
じ
ま島　

　

宏ひ
ろ
し（

再
任
）
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●
海
老
原
議
員

●
海
老
原
議
員　　

企
業
誘
致

企
業
誘
致

に
つ
い
て
は
、
伊
奈
町
の
時

に
つ
い
て
は
、
伊
奈
町
の
時

に
前
町
長
が
県
と
一
体
に

に
前
町
長
が
県
と
一
体
に

な
っ
て
進
め
よ
う
と
し
た

な
っ
て
進
め
よ
う
と
し
た
3030

町
歩
位
の
「
狸
穴
大
和
田
工

町
歩
位
の
「
狸
穴
大
和
田
工

業
団
地
」
の
整
備
が
飯
島
町

業
団
地
」
の
整
備
が
飯
島
町

長
に
引
継
が
れ
な
が
ら
、
何

長
に
引
継
が
れ
な
が
ら
、
何

度
か
議
会
で
質
問
し
た
と
こ

度
か
議
会
で
質
問
し
た
と
こ

ろ
で
は
「
地
主
さ
ん
の
賛
同

ろ
で
は
「
地
主
さ
ん
の
賛
同

が
得
ら
れ
な
い
」
と
、
な
か

が
得
ら
れ
な
い
」
と
、
な
か 一

般
質
問
の
質
問
要
旨
に
つ
い
て
は
、

議
員
本
人
の
要
約
に
よ
る
も
の
で
す
。

定
例
市
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

海老原　弘　議員

市長の政治責任について

な
か
進
行
し
な
い
ま
ま

な
か
進
行
し
な
い
ま
ま
2020
年年

が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
間
に
谷
和
原
村
で
は
、
ナ

の
間
に
谷
和
原
村
で
は
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
住
宅
や
ク
ボ
タ
鉄

シ
ョ
ナ
ル
住
宅
や
ク
ボ
タ
鉄

工
と
い
う
大
き
な
企
業
が
工

工
と
い
う
大
き
な
企
業
が
工

場
を
作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

場
を
作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

伊
奈
町
で
は
数
少
な
い
従
業

伊
奈
町
で
は
数
少
な
い
従
業

員
数
１
０
０
人
前
後
の
企
業

員
数
１
０
０
人
前
後
の
企
業

が
町
外
へ
流
出
し
て
し
ま

が
町
外
へ
流
出
し
て
し
ま

い
、
私
が
質
問
す
る
と
「
移

い
、
私
が
質
問
す
る
と
「
移

転
す
る
と
い
う
話
は
聞
い
て

転
す
る
と
い
う
話
は
聞
い
て

い
な
い
」
と
い
う
答
弁
で

い
な
い
」
と
い
う
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
結
果
は
、
私
の

あ
っ
た
が
、
結
果
は
、
私
の

指
摘
ど
お
り
。
市
長
は
こ
れ

指
摘
ど
お
り
。
市
長
は
こ
れ

に
責
任
を
感
じ
な
い
の
か
。

に
責
任
を
感
じ
な
い
の
か
。

●
市
長

●
市
長　　

狸
穴
大
和
田
地
区

狸
穴
大
和
田
地
区

の
工
業
団
地
の
計
画
に
つ
い

の
工
業
団
地
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
私
の
就
任
前
の
昭
和

て
は
、
私
の
就
任
前
の
昭
和

6060
年
頃
に
地
元
か
ら
の
要
望

年
頃
に
地
元
か
ら
の
要
望

が
あ
り
、
伊
奈
町
総
合
計
画

が
あ
り
、
伊
奈
町
総
合
計
画

等
に
位
置
づ
け
を
す
る
と
共

等
に
位
置
づ
け
を
す
る
と
共

に
、
並
行
し
て
住
民
へ
の
説

に
、
並
行
し
て
住
民
へ
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

２
年
６
月
か
ら
地
権
者
の

２
年
６
月
か
ら
地
権
者
の

方
々
と
の
交
渉
に
入
っ
た

方
々
と
の
交
渉
に
入
っ
た

が
、
な
か
な
か
同
意
が
得
ら

が
、
な
か
な
か
同
意
が
得
ら

れ
ず
、
私
が
就
任
し
た
後
の

れ
ず
、
私
が
就
任
し
た
後
の

同
年
同
年
1212
月
か
ら
当
時
の
管
理

月
か
ら
当
時
の
管
理

職
の
職
員
全
員
を
動
員
し
て

職
の
職
員
全
員
を
動
員
し
て

戸
別
訪
問
を
行
う
な
ど
、
町

戸
別
訪
問
を
行
う
な
ど
、
町

を
挙
げ
て
の
事
業
に
取
り
組

を
挙
げ
て
の
事
業
に
取
り
組

ん
だ
。
し
か
し
、
開
発
す
る

ん
だ
。
し
か
し
、
開
発
す
る

こ
と
自
体
に
一
部
の
方
の
理

こ
と
自
体
に
一
部
の
方
の
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く

解
が
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く

断
念
す
る
に
至
っ
た
。
ご
理

断
念
す
る
に
至
っ
た
。
ご
理

解
を
頂
き
た
い
。

解
を
頂
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　☆　

介
護
福
祉
の
移
送
サ
ー

介
護
福
祉
の
移
送
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て

ビ
ス
に
つ
い
て

●
川
上
議
員

●
川
上
議
員　

市
長

　

市
長

は
退
陣
に
当
た
り
、

は
退
陣
に
当
た
り
、

自
ら
の
責
任
を
明
ら

自
ら
の
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ

か
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
ワ
ー
プ
江
戸
事

る
。
ワ
ー
プ
江
戸
事

業
は
、
大
赤
字
を
抱

業
は
、
大
赤
字
を
抱

え
て
破
綻
を
し
、
メ

え
て
破
綻
を
し
、
メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
事
業

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
事
業

は
全
く
立
ち
上
が
ら

は
全
く
立
ち
上
が
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
事

な
か
っ
た
。
こ
の
事

業
は
、
飯
島
市
長
自

業
は
、
飯
島
市
長
自

ら
が
無
理
や
り
起
こ

ら
が
無
理
や
り
起
こ

し
引
き
ず
っ
て
き
た

し
引
き
ず
っ
て
き
た

事
業
だ
。
市
長
が
伊

事
業
だ
。
市
長
が
伊

奈
町
長
就
任
直
後
、

奈
町
長
就
任
直
後
、

あ
の
地
域
の
地
権
者

あ
の
地
域
の
地
権
者

や
開
発
会
社
と
か

や
開
発
会
社
と
か

わ
し
た

わ
し
た
””約
束
約
束
““
とと

い
う
も
の
に
大
き
く
縛
ら

い
う
も
の
に
大
き
く
縛
ら

れ
、
県
が
財
政
危
機
に
よ
り

れ
、
県
が
財
政
危
機
に
よ
り

こ
の
事
業
廃
止
の
方
向
を
掲

こ
の
事
業
廃
止
の
方
向
を
掲

げ
る
中
で
も
無
理
や
り
進
め

げ
る
中
で
も
無
理
や
り
進
め

て
き
た
。
こ
の
判
断
の
誤
り

て
き
た
。
こ
の
判
断
の
誤
り

に
よ
っ
て
起
こ
し
た
被
害

に
よ
っ
て
起
こ
し
た
被
害

は
、
と
て
も
大
き
い
。
出
資

は
、
と
て
も
大
き
い
。
出
資

金金
3131
億
円
は
全
て
な
く
な

億
円
は
全
て
な
く
な

り
、
金
融
機
関
は
６
億
円
の

り
、
金
融
機
関
は
６
億
円
の

債
務
放
棄
を
さ
せ
ら
れ
た
。

債
務
放
棄
を
さ
せ
ら
れ
た
。

伊
奈
町
が
こ
の
事
業
に
投
じ

伊
奈
町
が
こ
の
事
業
に
投
じ

たた
1515
億
円
は
、
歴
史
公
園
か

億
円
は
、
歴
史
公
園
か

ら
の
収
入
で
は
１
５
０
年
か

ら
の
収
入
で
は
１
５
０
年
か

か
っ
て
も
取
り
戻
せ
な
い
。

か
っ
て
も
取
り
戻
せ
な
い
。

川上　文子　議員

飯島市長退陣表明につ
いて

ワープステーション江戸（南太田）
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退
陣
に
当
た
り
、
市
民
へ
の

退
陣
に
当
た
り
、
市
民
へ
の

謝
罪
と
し
て
今
回
の
退
職
金

謝
罪
と
し
て
今
回
の
退
職
金

１
千
４
３
０
万
円
を
寄
附
金

１
千
４
３
０
万
円
を
寄
附
金

と
し
て
置
い
て
い
っ
て
は
ど

と
し
て
置
い
て
い
っ
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

う
だ
ろ
う
か
。

●
市
長

●
市
長　

ワ
ー
プ
ス
テ
ー

　

ワ
ー
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
江
戸
事
業
に
つ
い
て

シ
ョ
ン
江
戸
事
業
に
つ
い
て

は
、
こ
の
施
設
が
整
備
さ
れ

は
、
こ
の
施
設
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
市
や
県
に
経

た
こ
と
に
よ
り
市
や
県
に
経

済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て

済
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
こ
の

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
こ
の

地
域
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

県
が
事
務
局
と
な
る
「
つ
く

県
が
事
務
局
と
な
る
「
つ
く

ば
み
ら
い
企
業
誘
致
等
促
進

ば
み
ら
い
企
業
誘
致
等
促
進

協
議
会
」
に
よ
り
、
引
き
続

協
議
会
」
に
よ
り
、
引
き
続

き
企
業
誘
致
を
行
う
こ
と
と

き
企
業
誘
致
を
行
う
こ
と
と

な
り
、
こ
の
地
域
の
振
興
策

な
り
、
こ
の
地
域
の
振
興
策

を
進
め
て
い
く
礎
を
私
が

を
進
め
て
い
く
礎
を
私
が

作
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
な

作
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
な

お
、
市
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

お
、
市
へ
の
寄
附
に
つ
い
て

は
、
私
が
考
え
る
こ
と
で
あ

は
、
私
が
考
え
る
こ
と
で
あ

る
。
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　☆　

県
西
広
域
水
道
料
金
が

県
西
広
域
水
道
料
金
が

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
市

引
き
下
げ
ら
れ
る
。
市

水
道
料
金
の
引
き
下
げ

水
道
料
金
の
引
き
下
げ

をを

☆　☆　

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
解
消
を

の
解
消
を

●
古
川
議
員

●
古
川
議
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

法
人
「
い
き
い
き
・
サ
ポ
ー

法
人
「
い
き
い
き
・
サ
ポ
ー

ト
」
は
５
年
前
に
福
祉
有
償

ト
」
は
５
年
前
に
福
祉
有
償

送
迎
ボ
ラ
ン

送
迎
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て

テ
ィ
ア
と
し
て

国
土
交
通
省
の

国
土
交
通
省
の

認
可
を
受
け
、

認
可
を
受
け
、

マ
イ
カ
ー
に
よ

マ
イ
カ
ー
に
よ

る
移
送
サ
ー
ビ

る
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い

ス
を
行
っ
て
い

る
。
利
用
会
員

る
。
利
用
会
員

は
介
護
保
険
認

は
介
護
保
険
認

定
者
や
障
害
者

定
者
や
障
害
者

な
ど
１
５
４
人

な
ど
１
５
４
人

で
、
今
年
度
４

で
、
今
年
度
４

月
か
ら
２
月
ま

月
か
ら
２
月
ま

で
の
利
用
は

で
の
利
用
は

１
千
４
３
１

１
千
４
３
１

件
、
１
日
平
均
７
件
、
そ
の

件
、
１
日
平
均
７
件
、
そ
の

う
ち
１
千
９
件
、
７
割
が
主

う
ち
１
千
９
件
、
７
割
が
主

に
市
外
の
病
院
へ
の
送
迎
で

に
市
外
の
病
院
へ
の
送
迎
で

あ
る
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族

あ
る
。
高
齢
者
や
そ
の
家
族

の
足
と
し
て
、
な
く
て
は
な

の
足
と
し
て
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
る
。

ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
る
。

し
か
し
、
高
齢
化
と
共
に
団

し
か
し
、
高
齢
化
と
共
に
団

体
は
大
変
厳
し
い
運
営
に
直

体
は
大
変
厳
し
い
運
営
に
直

面
し
て
お
り
何
ら
か
の
支
援

面
し
て
お
り
何
ら
か
の
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
団
体

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
団
体

は
市
に
支
援
を
求
め
て
相
談

は
市
に
支
援
を
求
め
て
相
談

を
し
て
い
る
が
、
市
は
団
体

を
し
て
い
る
が
、
市
は
団
体

か
ら
の
相
談
に
ど
う
応
え
て

か
ら
の
相
談
に
ど
う
応
え
て

い
く
の
か
。

い
く
の
か
。

●
保
健
福
祉
部
長

●
保
健
福
祉
部
長　

現
在
、

　

現
在
、

市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方

市
で
は
、
障
害
の
あ
る
方

や
高
齢
で
介
護
を
必
要
と
さ

や
高
齢
で
介
護
を
必
要
と
さ

れ
る
方
の
支
援
と
し
て
、
通

れ
る
方
の
支
援
と
し
て
、
通

古川　よし枝　議員

NPO 法人「いきいき・
サポート」への支援を

NPO法人「いきいき・サポート」
（市役所伊奈庁舎敷地内）

院
、
通
所
の
際
の
交
通
費
助

院
、
通
所
の
際
の
交
通
費
助

成
、
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

成
、
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
委
託
に
よ
り
外
出
支

会
へ
の
委
託
に
よ
り
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る

が
、「
い
き
い
き
・
サ
ポ
ー
ト
」

が
、「
い
き
い
き
・
サ
ポ
ー
ト
」

の
対
象
者
は
、
そ
の
基
準
よ

の
対
象
者
は
、
そ
の
基
準
よ

り
も
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
か

り
も
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
ぐ
に
支
援
を
行
う
こ

ら
、
す
ぐ
に
支
援
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
市

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
市

と
し
て
も

と
し
て
も
何
ら
か
の
支
援
が

何
ら
か
の
支
援
が

行
え
な
い
か

行
え
な
い
か
調
査
研
究
を
し

調
査
研
究
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

て
い
る
。

●
市
長

●
市
長　

市
長
の
引
継
ぎ

　

市
長
の
引
継
ぎ

の
際
に
、
要
望
が
あ
っ
た
こ

の
際
に
、
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
お
伝
え
し
た

と
に
つ
い
て
は
お
伝
え
し
た

い
。
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　☆　

7575
歳
以
上
の
方
の
保
健

歳
以
上
の
方
の
保
健

予
防
の
増
進
に
つ
い
て

予
防
の
増
進
に
つ
い
て

☆　☆　

児
童
の
自
転
車
通
学
に

児
童
の
自
転
車
通
学
に

つ
い
て

つ
い
て

●
坂
議
員

●
坂
議
員　

幼
児
２
人
を

　

幼
児
２
人
を

自
転
車
の
前
後
に
乗
せ
る
３

自
転
車
の
前
後
に
乗
せ
る
３

人
乗
り
は
非
常
に
バ
ラ
ン
ス

人
乗
り
は
非
常
に
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
や
す
く
、
事
故
の
危

を
崩
し
や
す
く
、
事
故
の
危

険
性
は
大
変
高
い
も
の
で
あ

険
性
は
大
変
高
い
も
の
で
あ

る
。
も
し
事
故
が
起
こ
っ
た

る
。
も
し
事
故
が
起
こ
っ
た

場
合
に
は
、
幼
児
の
命
に
及

場
合
に
は
、
幼
児
の
命
に
及

ぶ
よ
う
な
大
事
故
に
な
る
。

ぶ
よ
う
な
大
事
故
に
な
る
。

警
察
庁
が
認
め
る
安
全
基
準

警
察
庁
が
認
め
る
安
全
基
準

を
満
た
す
３
人
乗
り
自
転
車

を
満
た
す
３
人
乗
り
自
転
車

は
、
一
般
の
自
転
車
に
比
べ

は
、
一
般
の
自
転
車
に
比
べ

て
４
万
円
か
ら
８
万
円
ほ
ど

て
４
万
円
か
ら
８
万
円
ほ
ど

高
く
、
今
の
厳
し
い
経
済
情

高
く
、
今
の
厳
し
い
経
済
情

勢
の
中
、
若
い
世
代
が
３
人

勢
の
中
、
若
い
世
代
が
３
人

乗
り
自
転
車
購
入
の
新
た
な

乗
り
自
転
車
購
入
の
新
た
な

負
担
を
す
る
の
は
大
変
で
あ

負
担
を
す
る
の
は
大
変
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
購
入
費
の
助

る
こ
と
か
ら
、
購
入
費
の
助

成
制
度
を
考
え
て
は
ど
う

成
制
度
を
考
え
て
は
ど
う 坂　　洋　議員

３人乗り自転車の助成
について
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か
。
ま
た
、
３
人
乗
り
を
す

か
。
ま
た
、
３
人
乗
り
を
す

る
期
間
は
短
く
、
限
定
的
な

る
期
間
は
短
く
、
限
定
的
な

こ
と
か
ら
、
自
転
車
の
有
料

こ
と
か
ら
、
自
転
車
の
有
料

ま
た
は
無
料
の
レ
ン
タ
ル
事

ま
た
は
無
料
の
レ
ン
タ
ル
事

業
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

業
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

思
う
。
考
え
を
お
伺
い
し
た

思
う
。
考
え
を
お
伺
い
し
た

い
。
い
。

●
市
民
経
済
部
長

●
市
民
経
済
部
長　

現
在
、

　

現
在
、

県
で
は
、
国
の
安
心
子
ど
も

県
で
は
、
国
の
安
心
子
ど
も

基
金
「
地
域
子
育
て
創
生
事

基
金
「
地
域
子
育
て
創
生
事

業
」
に
よ
り
市
町
村
が
行
う

業
」
に
よ
り
市
町
村
が
行
う

３
人
乗
り
自
転
車
の
貸
出
事

３
人
乗
り
自
転
車
の
貸
出
事

業
に
対
し
、
原
則
、
定
額

業
に
対
し
、
原
則
、
定
額
1010

分
の
分
の
1010
を
補
助
す
る
新
た
な

を
補
助
す
る
新
た
な

制
度
を
進
め
て
い
る
所
で
あ

制
度
を
進
め
て
い
る
所
で
あ

る
。
本
市
と
し
て
は
、
全
国

る
。
本
市
と
し
て
は
、
全
国

各
地
の
取
り
組
み
を
勘
案
の

各
地
の
取
り
組
み
を
勘
案
の

上
、
本
市
の
需
要
等
を
よ
り

上
、
本
市
の
需
要
等
を
よ
り

詳
細
に
検
討
し
、
制
度
の
導

詳
細
に
検
討
し
、
制
度
の
導

入
や
助
成
、
若
し
く
は
リ
ー

入
や
助
成
、
若
し
く
は
リ
ー

ス
が
い
い
の
か
を
考
え
た

ス
が
い
い
の
か
を
考
え
た

い
。
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　☆　

市
の
人
事
行
政
に
つ
い

市
の
人
事
行
政
に
つ
い

てて

●
染
谷
議
員

●
染
谷
議
員　

今
、
介
護
現

　

今
、
介
護
現

場
は
、
老
老
介
護
や
シ
ン
グ

場
は
、
老
老
介
護
や
シ
ン
グ

ル
介
護
、
介
護
う
つ
等
の
問

ル
介
護
、
介
護
う
つ
等
の
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
今

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
今

後
の
超
高
齢
社
会
に

後
の
超
高
齢
社
会
に

備
え
、
公
明
党
は
介

備
え
、
公
明
党
は
介

護
調
査
を
行
い
、
本

護
調
査
を
行
い
、
本

市
を
含
め
全
国
で

市
を
含
め
全
国
で

1010
万
件
を
超
え
る
貴

万
件
を
超
え
る
貴

重
な
声
を
伺
っ
た
。

重
な
声
を
伺
っ
た
。

調
査
の
結
果
か
ら
、

調
査
の
結
果
か
ら
、

介
護
施
設
不
足
の
問

介
護
施
設
不
足
の
問

題
や
介
護
従
事
者
の

題
や
介
護
従
事
者
の

待
遇
問
題
、
保
険
料

待
遇
問
題
、
保
険
料

の
負
担
等
の
問
題

の
負
担
等
の
問
題

点
が
明
ら
か
と
な
っ

点
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
基
本
的
に
は
、

た
。
基
本
的
に
は
、

国
が
抜
本
的
な
基

国
が
抜
本
的
な
基

盤
整
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る

盤
整
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
本
市
の
調
査
か
ら
も
介

が
、
本
市
の
調
査
か
ら
も
介

護
施
設
や
保
険
料
に
つ
い
て

護
施
設
や
保
険
料
に
つ
い
て

の
不
満
の
声
が
多
い
こ
と
か

の
不
満
の
声
が
多
い
こ
と
か

ら
、
市
の
施
設
待
機
者
状
況

ら
、
市
の
施
設
待
機
者
状
況

と
今
後
の
解
消
策
に
つ
い
て

と
今
後
の
解
消
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。
ま
た
、
保
険
料

伺
い
た
い
。
ま
た
、
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経
済

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
経
済

状
況
か
ら
低
所
得
者
の
負
担

状
況
か
ら
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
を
考
慮
し
、
被
保
険
者

軽
減
を
考
慮
し
、
被
保
険
者

の
負
担
能
力
に
応
じ
た
対
応

の
負
担
能
力
に
応
じ
た
対
応

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
保

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
保

険
料
所
得
段
階
区
分
を
拡
大

険
料
所
得
段
階
区
分
を
拡
大

し
て
、
負
担
の
適
正
化
を
図

し
て
、
負
担
の
適
正
化
を
図

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

う
か
。

●
市
長

●
市
長　

介
護
老
人
福
祉

　

介
護
老
人
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

施
設
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

に
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
市
内
で
も
相
当

り
、
市
内
で
も
相
当

数
の
待
機
者
が
存
在

数
の
待
機
者
が
存
在

す
る
こ
と
は
承
知
し

す
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
こ
の
様
な

て
い
る
。
こ
の
様
な

状
況
か
ら
、
市
と
し

状
況
か
ら
、
市
と
し

て
も
第
４
期
計
画
の

て
も
第
４
期
計
画
の

方
針
に
基
づ
き
、
施

方
針
に
基
づ
き
、
施

設
の
増
加
を
計
画
し

設
の
増
加
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
保

て
い
る
。
ま
た
、
保

険
料
に
つ
い
て
は
、

険
料
に
つ
い
て
は
、

次
期
計
画
策
定
の
時

次
期
計
画
策
定
の
時

点
で
検
討
す
べ
き
も

点
で
検
討
す
べ
き
も

の
で
あ
る
と
考
え
て

の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

い
る
。

●
保
健
福
祉
部
長

●
保
健
福
祉
部
長　　

市
内
の

市
内
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
待
機
者

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
待
機
者

に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人

に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
あ
る
「
い
な
の
里
」

ホ
ー
ム
で
あ
る
「
い
な
の
里
」

と
「
ぬ
く
も
り
荘
」
で
１
８
０

と
「
ぬ
く
も
り
荘
」
で
１
８
０

名
前
後
と
推
定
し
て
い
る
。
な

名
前
後
と
推
定
し
て
い
る
。
な

お
、
所
得
段
階
区
分
の
拡
大
に

お
、
所
得
段
階
区
分
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、

つ
い
て
は
、
2424
年
か
ら
の
第
５

年
か
ら
の
第
５

期
計
画
策
定
の
際
に
検
討
し
て

期
計
画
策
定
の
際
に
検
討
し
て

参
り
た
い
。

参
り
た
い
。  

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆　☆　

国
民
読
書
年
に
於
け
る

国
民
読
書
年
に
於
け
る

市
の
取
り
組
み
に
つ
い

市
の
取
り
組
み
に
つ
い

てて

染谷　礼子　議員

介護保険事業計画の推
進と保険料について

特別養護老人ホーム　いなの里
（長渡呂新田）

特別養護老人ホーム　ぬくもり荘
(西丸山）
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●
倉
持
議
員

●
倉
持
議
員　

市
長
に
あ
っ

　

市
長
に
あ
っ

て
は
、
旧
伊
奈
町
時
代
を
含

て
は
、
旧
伊
奈
町
時
代
を
含

め
５
期

め
５
期
2020
年
に
亘
る
首
長
と

年
に
亘
る
首
長
と

し
て
ご
苦
労
様
で
し
た
。
さ

し
て
ご
苦
労
様
で
し
た
。
さ

て
、
旧
伊
奈
町
そ
し
て
本
市

て
、
旧
伊
奈
町
そ
し
て
本
市

は
大
い
に
発
展
の
可
能
性
を

は
大
い
に
発
展
の
可
能
性
を

秘
め
た
立
地
に
あ
る
が
、
全

秘
め
た
立
地
に
あ
る
が
、
全

戸
配
布
さ
れ
た
「
笑
顔
か
が

戸
配
布
さ
れ
た
「
笑
顔
か
が

や
く
未
来
予
想
図
」
に
よ
る

や
く
未
来
予
想
図
」
に
よ
る

と
、
伊
奈
・
谷
和
原
地
区
で

と
、
伊
奈
・
谷
和
原
地
区
で

の
対
比
は
、
製
造
品
出
荷
額

の
対
比
は
、
製
造
品
出
荷
額

で
約
で
約
1010
倍
、
商
品
販
売
額
で

倍
、
商
品
販
売
額
で

約
３
倍
、
従
事
者
数
に
お
い

約
３
倍
、
従
事
者
数
に
お
い

て
も
約
２
倍
、
世
帯
当
た
り

て
も
約
２
倍
、
世
帯
当
た
り

の
平
均
収
入
は
１
０
０
万
円

の
平
均
収
入
は
１
０
０
万
円

の
差
、
そ
の
他
各
業
種
の
伸

の
差
、
そ
の
他
各
業
種
の
伸

長
率
等
、
い
ず
れ
も
谷
和
原

長
率
等
、
い
ず
れ
も
谷
和
原

地
区
が
圧
倒
的
に
多
い
数
字

地
区
が
圧
倒
的
に
多
い
数
字

が
並
ん
で
い
る
。
市
長
と
し

が
並
ん
で
い
る
。
市
長
と
し

て
素
晴
ら
し
い
約
束
事
の
記

て
素
晴
ら
し
い
約
束
事
の
記

載
が
あ
る
が
、
仕
事
は
結
果

載
が
あ
る
が
、
仕
事
は
結
果

が
評
価
だ
と
思
う
。
こ
の
数

が
評
価
だ
と
思
う
。
こ
の
数

字
を
見
て
、
ぜ
ひ
首
長

字
を
見
て
、
ぜ
ひ
首
長
2020
年年

の
総
括
と
し
て
胸
を
張
れ
る

の
総
括
と
し
て
胸
を
張
れ
る

点
、至
ら
な
か
っ
た
点
等
個
々

点
、至
ら
な
か
っ
た
点
等
個
々

に
お
答
え
頂
き
、
あ
え
て
自

に
お
答
え
頂
き
、
あ
え
て
自

己
採
点
し
て
頂
き
た
い
。

己
採
点
し
て
頂
き
た
い
。

●
市
長

●
市
長　

確
か
に
反
省
す
る

　

確
か
に
反
省
す
る

点
は
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
、

点
は
十
分
に
あ
る
。
し
か
し
、

私
が
就
任
し
た
時
は
、
こ
の

私
が
就
任
し
た
時
は
、
こ
の

様
な
不
景
気
の
入
口
に
入
っ

様
な
不
景
気
の
入
口
に
入
っ

た
時
点
で
あ
り
、
ま
た
、
先

た
時
点
で
あ
り
、
ま
た
、
先

輩
方
が
行
っ
て
き
た
政
策
が

輩
方
が
行
っ
て
き
た
政
策
が

異
な
っ
て
い
た
。
谷
和
原
の

異
な
っ
て
い
た
。
谷
和
原
の

場
合
は
、
最
初
か
ら
線
引
き

場
合
は
、
最
初
か
ら
線
引
き

を
行
い
企
業
誘
致
を
推
進
し

を
行
い
企
業
誘
致
を
推
進
し

て
き
た
が
、
伊
奈
は
工
業
地

て
き
た
が
、
伊
奈
は
工
業
地

は
作
ら
ず
住
宅
専
門
で
、
人

は
作
ら
ず
住
宅
専
門
で
、
人

口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
き

口
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
住
宅
問
題

た
。
そ
の
結
果
、
住
宅
問
題

を
始
め
、
ず
い
ぶ
ん
残
務
整

を
始
め
、
ず
い
ぶ
ん
残
務
整

理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ご
批
判
は
甘
ん
じ
て
お
受
け

ご
批
判
は
甘
ん
じ
て
お
受
け

す
る
が
、
伊
奈
と
谷
和
原
の

す
る
が
、
伊
奈
と
谷
和
原
の

比
較
は
、
あ
ゆ
み
の
違
い
に

比
較
は
、
あ
ゆ
み
の
違
い
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
中
で
、
合
併
後
は
格
差

う
な
中
で
、
合
併
後
は
格
差

が
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
き

が
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
き

た
が
、
企
業
誘
致
に
当
た
っ

た
が
、
企
業
誘
致
に
当
た
っ

て
は
、
用
地
の
あ
る
谷
和
原

て
は
、
用
地
の
あ
る
谷
和
原

地
区
へ
の
誘
致
に
努
め
た
も

地
区
へ
の
誘
致
に
努
め
た
も

倉持　悦典　議員

勇退に当たって、飯島
市長の首長としての５
期２０年を総括し自己
評価をしてください

の
で
あ
る
。
自
己
評
価
に
つ

の
で
あ
る
。
自
己
評
価
に
つ

い
て
は
、
議
会
や
市
民
の
皆

い
て
は
、
議
会
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
評
価
し
て
い
た
だ
く

さ
ん
に
評
価
し
て
い
た
だ
く

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

●
堤
議
員

●
堤
議
員　　

企
業
誘
致
に
つ

企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
市
民
か
ら
も
積
極
的

い
て
は
、
市
民
か
ら
も
積
極
的

に
進
め
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

に
進
め
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ど
の

出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ど
の

様
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の

様
な
方
法
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の

か
。誘
致
活
動
の
進
捗
状
況
と
、

か
。誘
致
活
動
の
進
捗
状
況
と
、

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明

頂
き
た
い
。
こ
の
様
な
不
況
の

頂
き
た
い
。
こ
の
様
な
不
況
の

中
で
進
出
す
る
企
業
に
は
、
特

中
で
進
出
す
る
企
業
に
は
、
特

別
優
待
措
置
を
設
け
る
等
、
検

別
優
待
措
置
を
設
け
る
等
、
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
企
業

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
企
業

誘
致
は
、
全
国
的
に
必
死
に
取

誘
致
は
、
全
国
的
に
必
死
に
取 堤　　實　議員

企業誘致について

り
組
ん
で
い
る
。
当
市
は
、
他

り
組
ん
で
い
る
。
当
市
は
、
他

県
に
は
な
い
固
有
の
魅
力
が
あ

県
に
は
な
い
固
有
の
魅
力
が
あ

る
。
都
心
か
ら

る
。
都
心
か
ら
4040
㎞
圏
で
、
首

㎞
圏
で
、
首

都
圏
で
は
土
地
の
価
格
が
極
端

都
圏
で
は
土
地
の
価
格
が
極
端

に
安
い
。
市
内
に
国
道
が
２
本

に
安
い
。
市
内
に
国
道
が
２
本

あ
り
、
工
業
団
地
も
あ
る
。
み

あ
り
、
工
業
団
地
も
あ
る
。
み

ら
い
平
か
ら
板
橋
方
面
も
誘
致

ら
い
平
か
ら
板
橋
方
面
も
誘
致

に
適
し
た
土
地
も
多
数
で
、
税

に
適
し
た
土
地
も
多
数
で
、
税

収
の
問
題
解
決
や
安
定
し
た
雇

収
の
問
題
解
決
や
安
定
し
た
雇

用
を
図
る
等
、
投
資
効
果
の
面

用
を
図
る
等
、
投
資
効
果
の
面

か
ら
も
優
良
企
業
の
誘
致
活
動

か
ら
も
優
良
企
業
の
誘
致
活
動

は
急
務
で
あ
る
。「
ピ
ン
チ
を

は
急
務
で
あ
る
。「
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
」
街
の
活
性
化
の

チ
ャ
ン
ス
に
」
街
の
活
性
化
の

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
市
民
は

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
市
民
は

願
っ
て
い
る
。
執
行
部
の
今
後

願
っ
て
い
る
。
執
行
部
の
今
後

の
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
、

の
取
り
組
む
姿
勢
に
つ
い
て
、

答
弁
頂
き
た
い
。

答
弁
頂
き
た
い
。

●
市
長

●
市
長　

市
で
は
、
企
画

　

市
で
は
、
企
画

政
策
課
、
産
業
政
策
課
、
そ

政
策
課
、
産
業
政
策
課
、
そ

し
て
区
画
整
理
区
域
内
に
お

し
て
区
画
整
理
区
域
内
に
お

い
て
は
特
定
事
業
推
進
課
が

い
て
は
特
定
事
業
推
進
課
が

中
心
と
な
っ
て
企
業
誘
致
を

中
心
と
な
っ
て
企
業
誘
致
を

図
っ
て
お
り
、

図
っ
て
お
り
、
2121
年
度
に
は
、

年
度
に
は
、

私
も
同
道
し
て
２
社
を
訪
問

私
も
同
道
し
て
２
社
を
訪
問

し
当
市
へ
の
進
出
を
要
望
し

し
当
市
へ
の
進
出
を
要
望
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
様
な
景
気
の

な
が
ら
、
こ
の
様
な
景
気
の

中
で
は
進
出
は
非
常
に
難
し

中
で
は
進
出
は
非
常
に
難
し

い
と
の
返
事
で
、
実
現
に
は

い
と
の
返
事
で
、
実
現
に
は

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

●
副
市
長

●
副
市
長　

企
業
誘
致
に
つ

　

企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
一
昨
年
、
県
の
企

い
て
は
、
一
昨
年
、
県
の
企

業
誘
致
部
門
で
あ
る
立
地
推

業
誘
致
部
門
で
あ
る
立
地
推

進
室
と
産
業
立
地
推
進
東
京

進
室
と
産
業
立
地
推
進
東
京

本
部
を
訪
問
し
、
当
市
の
Ｐ

本
部
を
訪
問
し
、
当
市
の
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

Ｒ
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
各
企
業
も
設
備
投

あ
る
が
、
各
企
業
も
設
備
投

資
に
対
す
る
意
欲
が
大
変
落

資
に
対
す
る
意
欲
が
大
変
落

ち
て
い
る
状
況
で
、
誘
致
実

ち
て
い
る
状
況
で
、
誘
致
実

現
は
な
か
な
か
難
し
い
現
状

現
は
な
か
な
か
難
し
い
現
状

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
全
体

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
全
体

の
企
業
立
地
状
況
を
見
て
も

の
企
業
立
地
状
況
を
見
て
も

落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ

落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ

る
が
、
こ
う
い
う
時
期
こ
そ
、

る
が
、
こ
う
い
う
時
期
こ
そ
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
い
ろ
い

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
各
企
業
に
当
市

ろ
な
方
法
で
各
企
業
に
当
市

の
魅
力
を
ご
理
解
い
た
だ
く

の
魅
力
を
ご
理
解
い
た
だ
く

こ
と
が
一
番
肝
要
で
は
な
い

こ
と
が
一
番
肝
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

か
と
思
っ
て
い
る
。

●
市
民
経
済
部
長

●
市
民
経
済
部
長　

市
で
は

　

市
で
は

昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

昨
年
度
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
に
お
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ジ
に
お
け
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
の
実
施
や
、
ま
た
、

の
配
布
の
実
施
や
、
ま
た
、

各
種
商
工
の
イ
ベ
ン
ト
祭
に

各
種
商
工
の
イ
ベ
ン
ト
祭
に

地
域
物
産
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

地
域
物
産
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
域

等
を
行
っ
て
い
る
が
、
地
域

並
び
に
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

並
び
に
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考

が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
県
と
の

え
て
い
る
。
今
後
も
県
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
企
業

連
携
を
一
層
強
化
し
、
企
業

情
報
の
収
集
や
効
率
の
よ
い

情
報
の
収
集
や
効
率
の
よ
い

Ｐ
Ｒ
等
、
戦
略
的
誘
致
活
動

Ｐ
Ｒ
等
、
戦
略
的
誘
致
活
動

を
進
め
、
道
を
切
り
開
い
て

を
進
め
、
道
を
切
り
開
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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平成22年５月20日発行　第16号

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
録
画
中
継
配
信
中

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

平
成
21
年
３
月
定
例
会
分
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
録
画
中

継
の
配
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
市
の
重

要
な
課
題
は
何
か
を
多
く
の

市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

情
報
の
公
開
と
共
有
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
映

像
の
掲
載
期
間
は
１
年
と
な

り
ま
す
。
編
集
に
は
フ
リ
ー

ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
経
費
を

か
け
ず
に
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば
み

ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に

よ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借

り
し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル

変
換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及

び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始

は
、
各
定
例
会
終
了
か
ら
３
ヵ
月
後
と

な
り
ま
す
。

議
案
第

議
案
第
1515
号　

平
成

号　

平
成
2121
年
度
年
度

つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計

つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

補
正
予
算
（
第
８
号
）

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第

議
案
第
1616
号　号　

平
成
平
成
2121
年
度
年
度

つ
く
ば
み
ら
い
市
国
民
健
康
保
険

つ
く
ば
み
ら
い
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第

議
案
第
2424
号　号　

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計
予
算

つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会
計
予
算

＊
古
川
議
員
か
ら
反
対
討
論

＊
古
川
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第

議
案
第
2525
号　

平
成

号　

平
成
2222
年
度
年
度

つ
く
ば
み
ら
い
市
国
民
健
康

つ
く
ば
み
ら
い
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

保
険
特
別
会
計
予
算

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

発
議
第
２
号　

発
議
第
２
号　
「
選
択
的
夫
婦

「
選
択
的
夫
婦

別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一
部
改

別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一
部
改

正
」
に
反
対
す
る
意
見
書

正
」
に
反
対
す
る
意
見
書

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

＊
川
上
議
員
か
ら
反
対
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

＊
豊
島
議
員
か
ら
賛
成
討
論

＊
豊
島
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

討　

論

討　

論

会議録の公開
についてについて

掲載写真募集！ あなたの写真を議会だよりに掲載しませんか？
詳しくは、議会事務局にお問い合わせ下さい。

議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができ議会は、特別な場合を除き、だれでも傍聴することができ
ます。ます。
◎傍聴の手続き◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で傍聴券に住所、氏名、年齢をご記入し　傍聴は、先着順で傍聴券に住所、氏名、年齢をご記入し
ていただくだけで、傍聴席（定員 50人）に入場できます。ていただくだけで、傍聴席（定員 50人）に入場できます。
なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。なお、常任委員会等の傍聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎 3階です。　つくばみらい市の議会は、谷和原庁舎 3階です。

市議会を傍聴しませんか !!

◎第１回臨時会　傍聴者数     ０人
◎第１回定例会　傍聴者数 113人（内小中学生66人）
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小小
中中学生のみなさんが学生のみなさんが議会議会を見学 !!を見学 !!

　市立谷井田小学校 ( 浅野校長）６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。　　　　　市立谷井田小学校 ( 浅野校長）６年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴しました。　　　　
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市　なお、市議会では、21世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みをH20年度より開始し、市内小中学民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みをH20年度より開始し、市内小中学
校単位での本会議傍聴を促進しています。校単位での本会議傍聴を促進しています。

谷井田小　６年１組谷井田小　６年１組
道道
みちやまみちやま

山山　　舞舞
まゆうま ゆ う

由由さんさん
市議会を見学して市議会を見学して
　私が市議会を見学をした時に話し合っ　私が市議会を見学をした時に話し合っ
ていたことは、公共、福祉の問題についていたことは、公共、福祉の問題につい
てでした。つくばみらい市で今おこなてでした。つくばみらい市で今おこな
われているかいご福祉のいそうサービスわれているかいご福祉のいそうサービス
や、公共施設のきらくやまなどの、今後や、公共施設のきらくやまなどの、今後
どうしたら、もっと便利でムダがないかどうしたら、もっと便利でムダがないか
を、議会でいっしょうけんめい話し合っを、議会でいっしょうけんめい話し合っ
ていました。こうした議員さんたちのがていました。こうした議員さんたちのが
んばりで、障害者やお年寄りが快適で暮んばりで、障害者やお年寄りが快適で暮
らしやすいつくばみらい市になるんだならしやすいつくばみらい市になるんだな
と思いました。これからも福祉だけでなと思いました。これからも福祉だけでな
く、ほかの事についても、つくばみらいく、ほかの事についても、つくばみらい
市がより良い市になるよう、がんばって市がより良い市になるよう、がんばって
ほしいです。ほしいです。

谷井田小　６年２組谷井田小　６年２組
八八
やまきや ま き

巻巻　　翔翔
しょうたしょうた

太太さんさん

市議会を見学して市議会を見学して
　市議会をしている所に入って、最初に　市議会をしている所に入って、最初に
思ったことは、思ったよりたくさんの人思ったことは、思ったよりたくさんの人
で行われていたことです。議会の内容は、で行われていたことです。議会の内容は、
きらくやまのことで、できあがったものきらくやまのことで、できあがったもの
まで話し合われていたので、びっくりしまで話し合われていたので、びっくりし
ました。質問する人も、答える人も、熱ました。質問する人も、答える人も、熱
心に話し合っていて、すごいと思いまし心に話し合っていて、すごいと思いまし
た。議長も、あれだけ話をしていて、また。議長も、あれだけ話をしていて、ま
とめることができるのは、議長も大役なとめることができるのは、議長も大役な
んだなと思いました。市議会を見学して、んだなと思いました。市議会を見学して、
議員ががんばっているから、大人になっ議員ががんばっているから、大人になっ
たら選挙で必ず投票して、議員を手助けたら選挙で必ず投票して、議員を手助け
したいです。したいです。

谷井田小６年１組のみなさん

谷井田小６年２組のみなさん
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　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎ご意見ご感想をお寄せください◎
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取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
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委
員
長　

坂　
　

洋

編編  

▼▼  

集集  

▼▼  

後後  

▼▼  

記記

　日程等については、議会運営　日程等については、議会運営
委員会 ( 通常は開会日の７日前委員会 ( 通常は開会日の７日前
に開催）で協議し、定例会初日に開催）で協議し、定例会初日
の本会議で決定されますので、の本会議で決定されますので、
議会事務局へお問い合わせ下さ議会事務局へお問い合わせ下さ
い。なお、議会運営委員会終了後、い。なお、議会運営委員会終了後、
日程案をホームページでもお知日程案をホームページでもお知
らせいたします。らせいたします。

委　員　長 坂　      洋委　員　長 坂　      洋
副 委 員 長 古川よし枝副 委 員 長 古川よし枝
委　　　員 山崎　貞美委　　　員 山崎　貞美
 海老原　弘 海老原　弘
 横張　光男 横張　光男
 秋田　政夫 秋田　政夫

会期日程のお知らせ
平成22年第２回定例会は６月に平成22年第２回定例会は６月に
開催を予定しています開催を予定しています

　平成 22年４月 25日の市議会議員補欠選挙で、次の方が当選　平成 22年４月 25日の市議会議員補欠選挙で、次の方が当選
されました。されました。
　議席順に、①氏名 (敬称略）、②年齢 (５月 20日現在）、③所　議席順に、①氏名 (敬称略）、②年齢 (５月 20日現在）、③所
属政党、④当選回数、⑤住所地を掲載しました。属政党、④当選回数、⑤住所地を掲載しました。

◆つくばみらい市議会議員補欠選挙の当選者◆◆つくばみらい市議会議員補欠選挙の当選者◆

　２番　２番
①①中中

なかじまなかじま

島島　　清清
きよかずきよかず

和和
② 61歳② 61歳
③無所属③無所属
④１回 ④１回 
⑤福岡⑤福岡

　１番　１番
①①廣廣

ひろ せひ ろ せ

瀬瀬　　敏敏
としゆきとしゆき

之之
② 37歳② 37歳
③無所属③無所属
④１回 ④１回 
⑤谷井田⑤谷井田

議会広報特別委員会議会広報特別委員会


